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図2 3次元イメージによる創出環境・工夫点の共有

図1 ゲームエンジンで作成した3次元イメージ

【計画段階】 多様なデータ解析に基づき、科学的に検討結果を提示
します。また、視覚的にわかりやすい３次元イメージの作成により、
住民・関係機関との円滑な合意形成を支援します。

【施工段階】 計画段階で作成した3次元データを建設機械が直接利
用する「ICT施工」へと展開します。これにより施工の精度と効率を
向上させるとともに、施工業者や発注者と緊密に連携し、現場で発
生する課題にも柔軟かつ迅速に対応します。

【維持管理段階】 UAV(ドローン)や環境DNA分析等の先端技術を
用いて効率的なモニタリングを実施し、状況に応じた順応的な管
理を実現します。

※ iRIC（International River Interface Cooperative）：

    多様なモデルで河川の流れや地形の変化のシミュレーション、

    生物生息場の機能を評価できるオープンソースソフトウェア
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デジタル技術を活用した次世代かわづくり

ゲームエンジンを用いた3次元データの作成や整備効果の把握、現地施工への活用、施工後モ

ニタリングにより、治水と環境保全を両立する“次世代のかわづくり”を実現します。計画から評価・設

計、施工、維持管理までを一気通貫でサポートします。

Point

※本業務は、国土交通省九州地方整備局川内川河川事務所からの委託で実施しました。

“かわづくり”に求められる新たなアプローチ

近年、気候変動の影響による豪雨の頻発化・激甚化に

より、河川氾濫や浸水リスクは全国で高まっています。一方

で、生物多様性の損失が国際的な課題となり、自然環境

の保全・再生を重視するネイチャーポジティブの理念が広

がりつつあります。こうした状況のなかで、地域の安全性を

確保しながら、生態系の保全を実現する”かわづくり”がこれ

まで以上に求められています。しかし、限られた予算や人材

のなかで、多様な関係者の合意形成を図りながら、治水と

環境保全を両立させることは容易なことではありません。

そこで鍵となるのが、先端技術を活用し、新たなアプロー

チにより治水と環境保全の両立と効率的な合意形成を可

能とする“次世代かわづくり”です。

次世代かわづくりを支える統合的な技術の提供

当社は建設・環境分野の総合コンサルタントとして、「計

画」「施工」「維持管理」の全段階にわたり、治水と環境保

全を両立させるサービスを幅広く提供しています。

以下では、次世代かわづくりを支える技術の詳細につい

て紹介します。

治水と環境保全の両立を実現する具体的技術

【計画①】ゲームエンジンによる整備後イメージ可視化

ゲームエンジンを用いて3次元イメージを作成することで、

立体的で体験的な可視化が実現し、整備後の姿を”直感

的にイメージできる”ようになります(図1)。視覚的な共有

は、治水と環境の両立を目指したデザインの効果的なブ

ラッシュアップを可能にし、関係者間の認識のズレを最小

限に抑えます(図2)。

3次元イメージの作成は比較的容易で、専門の設計技術

者でなくても扱えるのが大きなメリットです。地域住民を含む

多様な参加者との意見交換会に活用することで、整備内容

に関する要望の収集や調整を円滑に進めることができます。

【計画②】3次元データを活用した整備効果の定量評価

作成した3次元イメージ(図1)は、3次元データとして出

力でき、“iRIC※による評価”にも活用できます(図3)。これ

により、環境創出の効果や地形変化等を定量的に示しな

がら、データに基づいた計画立案を実現できます。その結

果、計画段階での課題を早期に把握しながら、設計の最

適化にもつなげることができ、プロジェクト全体の効率的か

つ効果的な推進に寄与します。
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図4 3ഏΨイメージからᵧᵡT଀߻への෇用の流れ
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※上記のɟᡲの取り組Ớは、インἧἻᵢᵶに᧙するΟれた取り組ỚとしてẐˋԧ5年度

インἧἻᵢᵶٻចẑをӖច
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※ˋԧ5年度：இΟᅵច1件、ڜѕច3件、ˋԧ6年度：இΟᅵច1件、 ڜѕច1件
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図3 河川環境の3ഏΨデータ：ૢͳ効果の評価結果
（流ᡮ・水深・ᮄ᫏ဃऒ可能ࣱ）
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【施工①】設計から施工まで一気通貫のデータ活用

計ဒെ᨞で作成した3ഏΨデータは、そのままܱᨥの

ᵧᵡT଀߻に෇用できます。3ഏΨイメージ作成ḵೞ能評価

ḵ設計データ化ḵᵧᵡT଀߻というɟᡲの流れを通して、ἄ

ーἲỺンジンで作成した3ഏΨのૢͳイメージを、ḛ࡫設

ೞ఺がᛠỚᡂめる設計データḜとしてɟ気通ᝦで෇用しま

す（図4）。これにより、計ဒ通りのദ確な଀߻が可能にな

るだけでなく、৖৏りや̲ദの৖間をࠢٻにЪ減し、ἩἿジ

ỹἁἚμ˳の効ྙをٻきく向上さẶます。

【施工②】現場の変化にも柔軟に対応

ܱᨥの河川߻事では、े定ٳの課題が発ဃすることは

ྦྷしくẝりまẶん。そのため、当社では、଀߻業ᎍや発ද

ᎍとዬ݅にᡲઃし、現ئをᙻݑしながら設計データを᨟時

ᛦૢする等、௩᠂に対応しています。こうした取り組Ớによ

り、ἩἿジỹἁἚのᨦܹを取りᨊき、よりܦ成度の高いẐかỪ

Ềくりẑをܱ現しています。

【維持管理】先端技術を活用した施工後モニタリング 

ᐯ໱環境はɧ確ࣱܱが高く、े定ٳの変動が発ဃする

可能ࣱがẝることから、଀߻後もዒ続的なモἝタἼンἂと評

価をܱ଀することが᣻要となります。当社では、ᵳᵟᵴ（ἛἿー

ン）1)2)による地࢟・ౡဃの把握や環境ᵢᵬᵟ分析3)4)による

ဃཋႻの効ྙ的なᛦ௹等、இૼᛦ௹২ᘐを組ỚӳỪẶ

たḜ低ἅἋἚで効果的なモἝタἼンἂḜをܱ଀しています。こ

れにより、環境の変化を的確にਵえ、࣏要に応ẳてሥྸ૾

ᤆをᛦૢする᪯応的ሥྸをܱ現します。

おわりに

ஜᆜでは、ഏɭˊかỪỀくりの取り組Ớに向けて、当社

のέᇢ২ᘐとその෇用事̊を紹介しました。気候変動の

進ᘍやဃཋ多様ࣱの੷ڂ等、社˟を取りࠇく課題は今後

もɟޖᙐᩃ化がʖेされます。当社はこれらの課題にჇ

ઋに向きӳい、඙水と環境̬μをはẳめとしたࠢ࠼い分

᣼において、ݦᧉ的ჷᙸと২ᘐの高度化をዒ続して進め

ていきます。
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